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島根おおち青年連盟、島根おおち女性部、JAしまね島根
おおち地区本部が協力し10月９日、邑南町中野地区にある
「ふれあい農園」において管内の保育園児を対象にいもほり
交流会を開催しました。昨年は雨のため昼食会のみとなっ
てしまいましたが、今年は天候に恵まれ、管内７つの保育
所・保育園から園児82名が参加し、農園には園児達の元気
いっぱいの声が響き渡りました。
６月に園児と共に苗を植えてから、各組織が協力して農
園の管理を行い、今年は生育良く大きなサツマイモが育ち、
園児は盟友や友達同士と土を掘り、出てきた芋を力いっぱ
い引き抜いていました。大きな芋が採れる度に歓声が上が
り、採れた芋を見せ合うなど笑顔が絶えず、10aの圃場の
サツマイモをおよそ１時間かけて収穫しました。
昼食は会場を移し、女性部が事前に農場で収穫したサツ
マイモで作ったポタージュや石見高原ハーブ米を使用した
おにぎりなど、地元の農産物を使用した５品を園児らに振
る舞いました。園児、青年連盟盟友、女性部員、JA職員と
大人数での賑やかな昼食会となりました。
いもほり交流会も今年で15年目を迎えることができまし
た。今後も青年連盟、女性部、JAが協力し、子どもたちが
土に触れ、野菜について知る機会を提供することで、地元
の作物を知り、農業の良さを伝えていく活動を進めていき
たいと考えています。

たくさん採れました

「ふれあい農園」いもほり交流会
「ふれあい農園」いもほり交流会
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第39回 
JAしまね年金友の会

初
参
加
の
寿
ロ
ー
ド

�

羽
須
美
地
区　

種　

真
喜
枝
さ
ん

　

寿
ロ
ー
ド
１
年
生
と
し
て
、
こ
の
度
初
め

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て

の
参
加
と
い
う
こ
と
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
顔
見
知
り
の
方

ば
か
り
で
一
安
心
。
バ
ス
の
な
か
で
も
和
気

藹
々
と
過
ご
し
気
が
つ
い
た
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
昼
食
会
場
で
し
た
。�

　

奈
良
は
何
十
年
か
ぶ
り
に
訪
れ
ま
し
た

が
、
海
外
の
観
光
客
が
多
く
、
さ
す
が
日
本

の
誇
る
観
光
地
の
ひ
と
つ
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
は
大
御
所
芸

人
が
多
く
出
演
さ
れ
、
テ
レ
ビ
と
は
一
味
違

う
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。�

　

次
回
も
こ
の
よ
う
な
企
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

島根おおち地区本部では、10月23日（水）か
ら24日（木）の２日間にかけ第39回寿ロードを
開催しました。今年は奈良の名刹である東大寺、
興福寺、神武天皇を祀る橿原神宮の正式参拝、
なんばグランド花月で吉本新喜劇の観劇を企画
し、管内より145名の方に参加いただきました。
初日は東大寺、興福寺を訪れましたが、なかでも日本最大の木造建築である東大寺大仏殿や有名な阿
修羅像・五重塔などはまさに圧巻でした。２日目に訪れた日本のはじまりとされる橿原神宮では、広大
な敷地と荘厳な建物に驚かされ、その後なんばグランド花月にて吉本新喜劇を観劇し、TVでもお馴染
みの吉本芸人に、旅の疲れ、日頃の疲れも吹き飛ぶほどに笑わせてもらいました。
「寿ロード」も今年で39回目の開催となりました。皆様に楽しんでいただける内容を企画し、今後も
多くの年金受給者の方に参加いただけるよう取り組んでまいります。
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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
金
融
共
済
部
で
は
、

Ｊ
Ａ
に
年
金
口
座
を
ご
指
定
い
た
だ
い
て
い

る
管
内
の
方
を
対
象
と
し
た
年
金
受
給
者
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
邑
南
町
石
見
ス
タ

ジ
ア
ム
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
8
回

目
と
な
っ
た
こ
の
大
会
は
、
組
合
員
相
互
の

親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
企
画
し
、
高
齢

化
す
る
地
域
社
会
の
な
か
で
組
合
員
、
地
域

住
民
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
開
催
し
て
お
り
、
当
日
は
、
管
内

の
各
地
区
よ
り
1
3
3
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
台
風
18
号
接
近
の
影
響
に
よ
り
、

開
始
か
ら
あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
悪
い

な
か
で
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
参
加
者

も
多
数
お
ら
れ
、
皆
様
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
終
盤
に
は
天

気
も
回
復
し
、
良
い
シ
ョ
ッ
ト
の
後
に
は
声

を
掛
け
あ
う
な
ど
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　
勝
：
上
田　
正
彦
（
瑞
穂
）【
写
真
中
央
】

準
優
勝
：
小
笠
原　
弘
（
桜
江
）【
写
真
左
】

第
三
位
：
森
田　
嘉
明
（
石
見
）【
写
真
右
】

年
金
受
給
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

2
10月

19
10月

松
江
市
宍
道
町
の
島
根
中

央
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
島
根
県
種
畜
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
共
進
会
は
県
内
産
牛
の
質
の
向
上
や
振

興
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
畜
産
農

家
が
日
頃
丹
精
込
め
て
飼
養
管
理
し
た
牛
を
、

月
齢
別
に
体
積
・
均
称
・
資
質
・
品
位
・
栄
養

度
な
ど
を
個
体
ご
と
に
比
較
し
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
県
下
の
各
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
、
肉

用
種
牛
47
頭
、
乳
用
種
牛
29
頭
が
出
場
し
、
当

地
区
本
部
か
ら
は
、
8
月
の
管
内
選
抜
会
に
お

い
て
選
ば
れ
た
、「
か
え
で
」
号
【
矢
上
高
校
】（
邑

南
町
）、「
た
か
ひ
め
」
号
【
坂
越
昭
博
さ
ん
】（
桜

江
町
）、「
こ
よ
し
」
号
【
楽
農
会
22
】（
邑
南
町
）

の
3
頭
と
、
母
系
牛
群
に
「
な
か
よ
し
」
号
が

出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
島
根
県
種
畜
共
進
会

第
3
区　
若
雌
牛

　
優
秀
賞
「
か 

え 

で
」
号

　
　
矢
上
高
校
（
邑
南
町
）

　
優
良
賞
「
た
か
ひ
め
」
号

　
　
坂
越
昭
博
（
桜
江
町
）

第
4
区　
成
雌
牛

　
優
良
賞
「
こ 

よ 

し
」
号

　
　
楽
農
会
22
（
邑
南
町
）

第
5
区　
母
系
牛
群

　
優
秀
賞
「
な
か
よ
し
」
号
・「
こ
よ
し
」
号

　
　
楽
農
会
22
（
邑
南
町
）

県
共
進
会

「かえで」号　矢上高校「たかひめ」号　坂越昭博「なかよし」号・「こよし」号　楽農会22
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島
根
お
お
ち
地
区
本

部
で
は
、
10
月
4
日
浜

田
市
金
城
町
に
あ
る
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
親
睦
と
健

康
増
進
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
こ
の

大
会
も
今
回
で
第
5
回
と
な
り
ま
す
が
、

島
根
お
お
ち
農
協
時
代
か
ら
数
え
れ
ば
24

回
目
の
開
催
と
な
り
、
歴
史
あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
台
風
18
号
の
接
近
で
開
催

自
体
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
管

内
各
地
区
か
ら
93
名
の
組
合
員
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
途
中
雨
が
ぱ
ら
つ
き
天
候
を

心
配
し
ま
し
た
が
、
時
折
太
陽
も
覗
く
な

ど
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
は
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　
勝
：
松
川　
善
英
（
石
見
）

準
優
勝
：
室　
　
　
修
（
川
本
）

第
三
位
：
三
宅　
強
助
（
石
見
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
：

　
　
　
　
松
川　
善
英
（
石
見
）

レ
デ
ィ
ー
ス

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
：

　
　
　
　
小
林　
君
枝
（
瑞
穂
）

松
江
市
の
カ
ラ
コ
ロ
工
房
で
「
島
根
の
花
品
評
会
」

が
開
催
さ
れ
、
管
内
か
ら
も
5
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
各
地
域
か
ら
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
菊
を
中

心
に
1
2
1
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
邑

南
町
の
西
森
浩
隆
さ
ん
が
出
品
さ
れ
た
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
が
島
根
の
花
振
興
協
議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
西
森
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
生

産
拡
大
、
品
質
向
上
に
努
め
て
頑
張
っ
て
行
き
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
地
元
の
市
場

及
び
広
島
・
岡
山
・
兵
庫
・
大
阪
の
市
場
へ
も
出
荷

し
て
お
り
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

・
島
根
の
花
振
興
協
議
会
長
賞

　
西
森　
浩
隆
（
邑
南
町
）

　
　
品
目
：
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

　
　
品
種
：
ジ
ャ
ス
ニ
ー
ホ
ワ
イ
ト

組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

「
島
根
の
花
」
品
評
会
開
催

4
10月

27
10月

26
10月
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島
根
お
お
ち
「
ゆ
と
り
倶
楽
部
」
は
、
出
羽
公
民
館
に
お
い
て
茶

道
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
講
師
に
瑞
穂
地
区
の
日
高
政
恵
さ
ん
を

お
招
き
し
、
茶
道
の
伝
来
と
歴
史
、
茶
室
で
の
作
法
、
お
抹
茶
の
頂

き
方
を
習
い
ま
し
た
。
ま
ず
伝
来
と
歴
史
で
は
、
お
茶
は
紀
元
前
か

ら
薬
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
、
日
本
へ
は
８
０
４

年
ご
ろ
「
遣
唐
使
」
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
禅
寺
で
は
僧
侶
が
修
行

に
励
む
た
め
の
眠
気
覚
ま
し
と
し
て
使
用
さ
れ
、

室
町
時
代
に
は
お
茶
だ
け
で
な
く
茶
道
具
を
飾
り

美
術
品
と
し
て
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
15
世
紀
頃

に
は
「
つ
つ
ま
し
さ
や
、
精
神
性
」
を
重
ん
じ
る

「
わ
び
茶
」
が
誕
生
し
た
こ
と
、
ま
た
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
と
千
利
休
の
か
か
わ
り
や
、
三
千
家
の

始
ま
り
、
明
治
時
代
に
入
り
よ
う
や
く
学
校
教
育

で
女
性
も
茶
道
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茶
室
で
の

作
法
で
は
、
茶
道
で
の
扇
子
の
役
割
と
意
味
、
扱

い
方
、
お
辞
儀
の
仕
方
と
、
掛
け
軸
、
お
花
、
お

道
具
の
拝
見
の
仕
方
を
習
い
ま
し
た
。
続
い
て
実

習
に
移
り
、
干
菓
子
を
使
い
、
懐
紙
へ
の
取
り
方

と
、
い
た
だ
き
方
を
実
践
し
て
か
ら
、
茶
碗
の
扱

い
、
お
茶
の
飲
み
方
、
茶
碗
の
清
め
方
と
拝
見
の

仕
方
、
茶
椀
の
返
し
方
な
ど
一
連
の
動
き
と
作
法

を
習
い
ま
し
た
。
最
後
に
茶
席
の
お
客
に
な
っ
て

主
菓
子
と
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生

は
終
始
真
剣
に
取
り
組
み
、
お
湯
の
温
度
や
流
派

の
違
い
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
て
い
ま
し

た
。
千
利
休
の
教
え
が
脈
々
と
現
在
に
も
続
く「
茶

の
心
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
一
杯
の
お
茶
に
奥

深
さ
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
６
回
講
座
開
講

16
10月

　JAしまねの総合ポイント制度でご利用いただいています『お買物券』には、
【①ご利用期限】がございます。支店等に設置してある発券機で発行された日
が【②発行日】となり、発行日より６ヶ月後がご利用期限になります。ご利用
期限を過ぎた『お買物券』は失効券となりご利用いただくことができなくなり
ますので、発行いただいた後は、早めのご利用をお願い致します。

※�発券から長時間経過したり、強い摩擦等によりご利用期限の印字が見えにくくなる場合がござい
ます。見えにくくなった場合は発行日を確認いただき、６ヶ月以内のご利用をお願い致します。

JAしまねお買物券の
ご利用期限についてのお知らせとお願い

②

①

見　本
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瑞 穂 支 店羽須美支店

雨の為延期となっていた瑞穂支店年金友の会
グラウンドゴルフ大会を９月19日に瑞穂球場
にて開催しました。皆様の思いが通じ、前回の
雨から打って変わり
秋晴れのなか開催で
き、参加された47
名の皆様が日頃の練
習の成果を発揮され
る熱戦となりまし
た。
結果は次のとおり
です。（敬称略）

優　勝　日高　秀美（田所）【写真中央】
準優勝　日野　武信（田所）【写真左】
第３位　稲田　敏博（田所）【写真右】

第８回年金友の会
グラウンドゴルフ大会

はすみリゾート祭が10月19日、20日に開催
されました。今回は、20日に女性部とJAが協
力して地元野菜と米消費拡大運動として愛菜カ
レー（キーマカレー）を販売して、来場者に大
変好評でした。女性部の部員さんの中には初
参加の方もおられ、やりがいがあってとても良
かったとの感想でした。次はINAKAイルミの
イベントに参加します。ぜひ見に来てください。

支店
だよ
り 支店

だよ
り

　

令
和
元
年
10
月
31
日
付
【
退
職
】

　

令
和
元
年
11
月
1
日
付
【
採
用
】

氏　
名

部　
署

備　
考

清　
水　
雅　
彦

営
農
部
農
機
拠
点
セ
ン
タ
ー
（
全
農
出
向
）

依
願
退
職

氏　
名

部　
署

備　
考

亀　
谷　
　
　
恵

石
見
支
店
金
融
共
済
課

臨
時
職
員
に
採
用

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

ご来店
感謝デー開催！
　12月13日（金）は島根おおち地区本部、全７
支店において日頃の皆様への感謝の気持ちを込め
たご来店感謝デーを開催します。各支店がそれぞ
れの思考で、当日窓口にご来店いただいた皆様を
お迎え致します。12月13日は是非お近くのJA支
店窓口へご来店ください。職員一同皆様のご来店
をお待ちしております。
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JAしまね 島根おおち地区本部

期間

以降
予定

R1.11月28日〜29日

島根おおち地区本部

※店頭販売のみ対象となります。
（配達は対象外となります）

石見自動車燃料センター　☎ 0855-95-0406
瑞穂自動車燃料センター　☎ 0855-83-0151
市木給油所　　　　　　　☎ 0855-85-1001

�12〜３月：第４木・金曜日
R1.12/26・27、R2. １/23・24
R2. ２/27・28、R2. ３/26・27

（木） （金）

皆さまのご来店を
お待ちしてま～す!!
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農 だ よ り営

農業用パイプハウスの雪害対策を
実施しましょう

　積雪の季節を迎える時期となりました。毎年、積雪による被害が発生しています。農業用パイ
プハウスを所有の方は、次のことを必ず実施してください。

①ハウスビニールはできる限り取り外してください。
②ビニールのたるみが無いようにビニペット、スプリング、マイカ線等でピンと張り直して
ください。
③雪害用支柱など適切な支柱を設置してください。柱の下には板やブロックなどの台石を置
き、土中に沈み込むことを防いでください。
④横梁の補強をして、外側方向への拡がりを防止してください。（使用する部材はパイプ等が
良いが、ワイヤーや番線等でも補強効果が期待できる。）

　除雪が追い付かず、倒壊の危険が迫っている場合は、やむを得ない処置としてビニールを切断
してください。但し、落雪や倒壊の恐れがないか細心の注意を払いながら、安全を確保した上で
作業をしてください。

　病害虫に対しては有効な農薬も、なかに
は環境汚染を引き起こすものもあります。
様々な事故を未然に防止するために、JA
として農家に保管されている不要な農薬の
回収を下記の日程で行います。

12月２日（月）〜
12月６日（金）

　希望者は廃棄農薬を普通物・毒物・劇物に分類
し、各営農生活事業所までご持参ください。なお、
委任状が必要となりますので、印鑑も合わせてご持
参ください。

農業用廃棄農薬回収処理 回収方法・分別

普通農薬………… 1㎏当たり400円
毒物劇物農薬…… 1㎏当たり500円
・薬剤全て残量あるなしに関わらず計量し、処理料を
計算いたします。

※乳剤・液剤については容器の容量で処理料を計算します。
※普通物と毒物劇物との区別不能な物は毒物劇物扱いとします。

（
税
込
）（
税
込
）

経　費

回収実施期間
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 96 875,600 445,500 664,583 
ヌキ 129 1,108,800 559,900 817,820 
合計 225 752,439 

島根おおち
メス 15 875,600 611,600 717,053 
ヌキ 10 894,300 614,900 795,630 
合計 25 748,484 

瑞 穂
メス
ヌキ 1 894,300 894,300 894,300 
合計 1 894,300 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 2 711,700 702,900 707,300 
ヌキ 5 794,200 614,900 734,800 
合計 7 726,943 

川 本
メス 4 770,000 611,600 686,675 
ヌキ
合計 4 686,675 

邑 智
メス 8 875,600 664,400 734,663 
ヌキ 4 882,200 771,100 847,000 
合計 12 772,108 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 1 717,200 717,200 717,200 
ヌキ
合計 1 717,200 

県外移出率

44.44%合計35.11%去勢雌 56.31%

中央“弱含み”の取り引き
令和元年10月子牛市場成績表

　本県10月の子牛市場は中央で開設し225頭の上場
があり、平均価格は、雌664,583円（前回比59千円
安）、去勢817,820円（前回比10千円安）で、“弱含
み”の取引となりました。
　今月の上場牛は、発育良好なものも見られました
が、しまりがない牛も散見され、バラツキが多い上
場となりました。
　また、枝肉相場が、７月から前年同月を下回る価
格で推移していることや、度重なる台風被害による
消費の先行き不安から、購買者のモチベーション低
下が今回の市況に影響しましたが、こういった状況
であるからこそ、購買者に好まれる子牛育成に努め
る必要があります。
　また、今後も引き続き繁殖農家での飼養頭数の
維持・拡大と後継者づくりに地域を挙げて取り組み、
購買者が島根県内各子牛市場へ安心して購買に来て
頂けるよう上場頭数の確保が必要となります。

令和時代の新しいカタチ。
花かご館のおせち

約２～３人前　45点

�10,800円（税込）
申込番号 6716-510

送料込  冷凍
約３～４人前　45点

�15,660円（税込）
申込番号 6703-515

送料込  冷凍

お申込はJA各事業所まで
瑞穂事業所� 83-1134
羽須美事業所� 88-0121
石見事業所� 95-1224
邑智事業所� 75-1861
大和事業所� 82-2557
川本事業所� 72-0330
桜江事業所� 92-8025

受付期間
令和元年

12月17日（火）まで

和洋折衷おせち「彩華」二段重 和風おせち「宴」三段重
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川
本
支
部
生
活
研
修

　

川
本
支
部
で
は
、
10
月
18
日
三
原
地
区
の
北
公
民
館
に
お
い
て
生
活
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
に
川
下
尾
原
地
区
の
樋
口
千
代
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、稲
藁
で
作
る
「
ミ
ニ
菷
」

作
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
樋
口
さ
ん
か
ら
は
、「
昔
は
水
稲
栽
培
に
お
い
て
稲
藁
、

籾
殻
等
捨
て
る
こ
と
な
く
生
活
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
時
間
を
掛
け
ず
お
金
を

支
払
う
こ
と
で
多
く
の
物
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
時
間
に
追
わ
れ
が
ち
な
現
代
の
生
活
の

中
で
、
時
に
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
時
間
を
使
う
の
も
良
い
も
の
で
す
よ
」
と
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
菷
は
束
ね
た
藁
の
先
を
数
本
に
分
け
タ
コ
糸
で
縛
り
、
柄
の
部
分
を
固
定

し
て
、
最
後
に
先
の
部
分
を
切
り
揃
え
て
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
1
人
1
人
好
み
の

装
飾
を
施
し
個
性
あ
ふ
れ
る
箒
が
完
成
し
ま
し
た
。

◇
台
風
19
号
が
東
海
、
北
陸
、
関
東
、
東
北
地
方
に
水
害
な
ど
甚
大
な
被
害
で
、
水
害
等
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。�

石
見
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

60
代

●
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
島
根
お
お
ち
管
内
も
江
の
川
の
氾
濫
等
で
大
き
な
被
害
が
で

ま
し
た
。
今
回
の
台
風
19
号
の
被
害
は
と
て
も
広
範
囲
で
死
者
、
行
方
不
明
者
、
家
屋
、
農

地
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
だ
と
心
底
思
い
ま
し
た
。
早

い
立
直
り
と
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

◇
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
秋
ら

し
く
山
々
も
色
づ
き
始
め
ま
し
た
ね
。
栗
、
柿
、
り
ん
ご
に
新
米
と
実
り
の
秋
を
堪
能
し
て

い
ま
す
。
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
た
身
体
は
き
っ
と
弱
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
寒
さ
の
冬
を
迎

え
る
前
に
た
っ
ぷ
り
と
栄
養
を
と
っ
て
元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

�

川
本
支
店
管
内　

О
さ
ん　

60
代

●
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。
秋
は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
く
て
、
つ
い
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
日
、
道
の
駅
に
「
ア
ケ
ビ
」
が
あ
り
、
な
つ
か
し
く
て
つ
い
買
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
冬
眠
す
る
熊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
せ
と
食
い
だ
め
を
す
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

◇
西
ノ
島
町
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
ハ
チ
ミ
ツ
が
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
買
っ
て
み
た
い
。

�

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

7
歳

◇
毎
日
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
…
。
お
い
し
い
ミ
ツ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
い
で
す
ネ
。

�

桜
江
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

80
代

●
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
大
変
そ
う
で
し
た
。
１
、
２
年
に
一
度
し
か
採
取
で
き
な
い
、

と
て
も
貴
重
な
蜜
を
み
ん
な
が
味
わ
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
飼
育
し
、
増
や
さ
れ
た
隠
岐

西
ノ
島
町
の
「
安
達
さ
ん
」
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
隠
岐
の
大
自
然
の
中
で
と
れ
た
貴
重

な
蜜
を
味
わ
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

◇
10
月
15
日
は
「
き
の
こ
の
日
」
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。
秋
に
な
る
と
、
父
と
…
母
と
…
時
に
は
祖
母
と
、
き
の
こ
狩
り
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
熊
、
い
の
し
し
の
心
配
も
な
く
、
か
ご
い
っ
ぱ
い
に
採
っ
た
き
の
こ
。
自
然
の
恵
み

の
ご
ち
そ
う
。
店
頭
に
並
ん
で
い
る
物
で
は
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
お
い
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。
懐
か
し
い
で
す
。�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
雑
木
林
の
中
に
入
る
と
、
き
の
こ
が
た
く
さ
ん
生
え
る
場
所
が
あ
っ
て
「
ナ
バ
採
り
に
行

く
で
」
と
祖
母
に
誘
わ
れ
、
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
木
の
葉
を
は
ぐ
っ
て
、
見
つ
け
た
時
は

大
喜
び
で
し
た
。
Ｋ
さ
ん
の
懐
か
し
い
思
い
出
、
私
に
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

「
ケ
イ
ト
ウ
栽
培

�

出
荷
反
省
会
」
開
催

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
の
ケ
イ
ト
ウ

栽
培
の
取
り
組
み
も
９
年
目
を
迎

え
、
今
年
度
の
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出

荷
取
り
組
み
の
反
省
と
慰
労
を
兼
ね

て
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
２
階

大
会
議
室
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ケ
イ
ト
ウ

栽
培
に
取
り
組
む
12
名
の
部
員
と
、

大
和
地
区
一
般
生
産
者
の
難
波
豊
典

さ
ん
、
そ
し
て
営
農
部
、
各
営
農
生

活
ブ
ロ
ッ
ク
の
指
導
員
５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
め
に
寺
内
女
性
部
長

が
、
今
年
自
身
が
取
り
組
ん
だ
ケ
イ

ト
ウ
栽
培
の
概
要
と
反
省
点
を
盛
り

込
ん
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
営
農
部
の
三
浦
指
導
員
よ
り
「
今
年
は
生
育
が
遅
め
に
推
移
し
、
出
荷
に
間
に
合
う
か
心
配
し
た
が
、

出
荷
本
数
は
昨
年
よ
り
５
，０
１
０
本
多
い
４
６
，２
４
０
本
と
な
り
品
質
も
安
定
し
て
い
た
。
平
均
単
価

も
昨
年
よ
り
高
値
で
販
売
さ
れ
た
」
な
ど
実
績
と
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
難
波
さ
ん

か
ら
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
の
取
り
組
み
と
実
践
さ
れ
て
い
る
栽
培
方
法
や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、
熱
心
に
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
昼
食
を
と
り
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
、
来
年
の
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
取
り
組
み
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
有
意
義
な
反
省
会
と
な
り
ま
し
た
。

18
10月

17
10月

女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802
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12月１日
12月６日

日

金

12月の行事予定
年金相談会
場所：大和支店

島根県家の光大会
場所：ラピタウェディングパレス

12月13日金 ご来店感謝デー場所：全支店

12月18日 ゆとり倶楽部講座：冬の寄せ植え
場所：中野団地センター

相談１
　現在65歳になる（S29年度生まれ）男性Ａさんは、今年から満額の年金を受給すること
となりますが、Ａさんは在職中のため繰り下げを考え中！！ 70歳まで繰下げたとして、ど
のくらい年金が増えるのだろうか？
65歳時の見込み額…報酬比例部分900,000円・基礎年金額…780,100円

～繰上げ繰下げ受給について　第２弾～
最近年金相談される案件で年金の繰上げや繰下げ受給のことを聞かれます。
今回は『繰下げ受給』について相談内容を交えて学習してみましょう!!

注意点!!
①加給年金や振替加算は繰下げ中は支給されず増額もしません。
②65歳以降の在職老齢年金に調整がかかる方は調整後の年金が増
額の対象になります。
③66歳までに遺族年金や障害年金を受給できるようになると繰下
げることはできません。
④繰下げ待機中に遺族年金や障害年金の受給権が発生した時は、そ
の時点で増額率が決まります。

繰上げ支給率
66歳０ヶ月―8.4％～
67歳０ヶ月―16.8％～
68歳０ヶ月―25.2％～
69歳０ヶ月―33.6％～
70歳０ヶ月―42％
※�１ケ月繰り下げる毎に
0.7％の増額になります。

上記のほかにも注意点があります。また、見込
み額等はご相談いただければ回答させていただ
きますので、ご相談ください。

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね 島根おおち地区本部 金融共済部 金融課 TEL.83-1803

19（木）・20（金）・21（土）
12 月の外勤日

65歳時

老齢厚生年金　900,000円

老齢厚生年金　780,100円

　　　　計　1,680,100円

70歳時

報酬比例部分　1,278,000円

老齢厚生年金　1,107,742円

　　　　　計　2,385,742円
� ※81歳10ヶ月受取総額が逆転します

水

寒くなりました。風邪やインフルエンザ
には十分お気をつけてお過ごしくださ
い。予防の１つに「十分な睡眠とバラン
スのよい食事で免疫力を高める」
寒い冬を乗り越えましょう！！

70歳まで繰り下げをすると…
42％増額になる
約70万増額となる

次回の年金相談会開催日
桜 江 支 店 	 11月24日（日）
大 和 支 店 	 12月 １ 日（日）
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